
2021年度第１回常務理事会（理事会との合同会議）議事録 
 

日  時：2021年 6月 12日（土）12：00から 12：50 

場  所：Zoom会議 

参 加 者：（常務理事）：伊藤 眞（理事長）、縣 公一郎（副理事長）、浅田和茂（副理事長）、 

西川伸一（副理事長）、伏木信次、広渡清吾、井田 良、居城邦治、 

河野俊行、岡林 洋、坂越正樹、櫻田嘉章、須田利美、髙橋宗五、 

高橋輝暁、高橋義人、髙山佳奈子、種村眞幸、鍔田武志、和田 肇 

 

（理 事）：長谷川隆文、笠井 修、金 尚均、小坂光一、松本洋一郎、守矢健一、 

西土彰一郎、小澤 守、田所 諭、武内謙治、床谷文雄、宇高恵子、渡辺紀徳、 

山上浩志、山本敬三 

      （事務局）：関 映子 

                        （合計 36人） 
 

議 題 

   議事に先立ち、議長から梶英輔常務理事が 3 月末にご逝去されたことが報告され、哀悼の意が表

明された。 

 

（１） 2020年度の活動報告 

・議長より、資料に基づき下記の事項に関する活動が報告され、原案通り承認された。 

１．2020年度年次総会 

２．協会運営のための諸会議 

３．ドイツ研究留学説明会 

４．日独学術情報発信 

５．役員改選 

６．支部活動 

７．第２回日独共同研究奨学金 

８．協会の財政安定化に向けた方策 

９．本協会新会員 

１０．「日本フンボルト協会ニューズレター」発刊 

 

（２） 2021年度の活動方針  

・議長より、資料に基づき以下の事項に関する方針が説明され、原案通り承認された。 

１．2022年度年次総会 

２．留学説明会 

３．学術情報発信 

４．支部活動 

５．協会会員 

６．協会財政安定化の推進 

７．第４回日独共同研究奨学金制度 

８．Humboldt-Kolloquium 
 

（３） 2020年度の決算報告・予算案・監査報告 
・高橋宗五会計担当常務理事より、資料に基づき説明され、原案通り承認された。 



・議長から、新たに開設した「日本フンボルト協会寄付口座」については、一般会計に組み入れ
るので、寄付口座の管理規定を、速やかに整備する旨の発言があった。 
 

（４） 2021年度日独共同研究奨学金について 
・西川選考委員長より、本年度奨学金申請件数６件（理系 4件、文系 2件）の中から、厳正・公
平に審査した結果、以下の２件を採択候補として提案があり、審議の結果、以下の 2件を助成
対象とすることが承認された。 

 
１）課題：『宇宙 X 線望遠鏡 eROSITA と XRISM による銀河団ガスと活動銀河核の相互作用

の研究』 
助成対象者： Angie Veronica, MSc in Astrophysics, PhD Doktorandin an dem Argelander-

Institut für Astronomie, Universität Bonn（申請者：太田 直美会員（奈良女子大学
理学部、宇宙物理学）） 

 
２）課題：『後期青銅器時代～鉄器時代（紀元前 1500～600 年頃）のテル・レヘシュの石製品

研究 ― イスラエル北部の石製品産業の文脈に照らして』 
助 成 対 象 者 ： Andrea Squitieri, Wissenschaftlicher Mitarbeiter, Ludwig-Maximilians    

Universität München, Historisches Seminar (申請者：長谷川 修一会員（立教大学
文学部、西アジア考古学）) 

 
主な意見： 
Ｑ：連続不採択者への何らかのフォローは？ 
Ａ：公正な審査の結果であり止むを得ないが再チャレンジを促している。また、選考委員構成

が硬直化しないよう、適宜交代を図りたい。 
 

（５）奨学金基金と財政化安定化基金の会計状況について 
・縣基金担当副理事長より資料に基づき説明され、原案通り承認された。 
 

（６）改選による役員候補者の提案 
・議長より、任期満了に伴う役員改選について、各支部から推薦された新役員候補者が資料に 
基づき提案され、審議の結果、所属の記載について若干、修正した上で原案通り承認された。 

・なお、資料に掲載されているデータについて、修正が必要な場合には、随時、事務局に連絡 
することになった。 

 
（７） 新規登録会員・賛助会員について 

・フンボルト財団よりデータの提供を受け、これまで連絡の取れていなかったフンボルト 
元奨学生に対して連絡を取った結果、23 名から返信があり、正式に登録を行うことが   
できた。またフンボルト研究賞、Sofja Kovalevskaja-Preis など日独学術交流に関する各賞
受賞者から本協会への入会希望の意向が寄せられたことから、所定の手続きに基づき、 
資料にある４名の受賞者の賛助会員への推薦が審議され、原案通り、本協会入会が承認 
された。 

 
（８）支部からの報告  

・時間の都合上、事前に送付された各支部報告資料を持って報告に代えたいとの提案が、議長か
らなされ、了承された。 

 
主な意見： 

・関西支部は、ワクチン接種の状況を見ながら、秋ごろからの対面での実施を検討している。 
 

（９） その他    
特になし。 

 
＊次回の常務理事会について 

8月 28日（土）14時から Zoom形式での開催を予定。 
 

以上 


